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第１ 水難事故の発生状況 

 
１ 概況 
 

[平成２８年中の岐阜県内における水難事故の発生状況] 

発生３６件（前年比＋４件）、事故者３８人（前年比＋４人） 

 

[事故者の内訳] 

 ○ 死亡     ２５人（前年比 ＋８人） 

    ○ 行方不明    ０人（前年比 －１人） 

    ○ 負傷      ３人（前年比 －２人） 

    ○ 無事救助   １０人（前年比 －１人） 

 

   [主な特徴] 

    ○ 前年に比べ発生件数、事故者数ともに増加 

○ 発生件数全体の約６１％（２２件）が７月～８月の夏期シーズンに集中 

       ○ 発生件数全体の約８９％（３２件）が河川で発生、うち約３１％（１０件）が

板取川で発生    

    ○ 魚釣り・魚取り中の事故が最多（１２件、前年比－１件） 

    ○ 高齢者（６５歳以上）の事故が増加（１８人、前年比＋７人）し、事故者総数 

の約半数を占める 

 
[水難事故の発生状況(前年比)] 

    区 分 

 

 

年 別 

発生件数 
事 故 者 数（人） 

 死亡 行方不明 
救出救助 

（件） 重傷 軽傷 無事救助 

平成２８年 ３６ ３８ ２５  ０ ０    ３ １０ 

平成２７年 ３２ ３４ １７  １ ３    ２ １１ 

増   減 ４ ４ ８ －１ －３  １ －１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   小型無人機【ドローン】を活用した救助訓練（長良川） 
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２ 過去１０年間の発生状況 
    

○ 前年に比べ、発生件数、事故者数ともに増加した。 

 

 
[過去１０年間の発生状況] 

      区 分 

 

年 別  

発生件数 事 故 者 数（人） 

（件）   死亡 行方不明 救出救助 

平成１９年 ３２ ３６ １９ １ １６ 

平成２０年 ３５ ３９ ２１  １８ 

平成２１年 ４３ ５８ ２１ １ ３６ 

平成２２年 ５６ ６４ ３０  ３４ 

平成２３年 ３９ ４５ ２６  １９ 

平成２４年 ３４ ３５ ２２  １３ 

平成２５年 ３６ ４５ １３ １ ３１ 

平成２６年 ３３ ４３ １８  ２５ 

平成２７年 ３２ ３４ １７ １ １６ 

平成２８年 ３６ ３８ ２５  １３ 

 
（件）（人） 
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３ 月別発生状況 
 

○ ７月～８月の夏期シーズンの発生が、２２件（前年比＋４件）で全体の約６１％を占 

めている。 

事故者数は２３人（前年比＋３人）で、内訳は、死亡１７人（前年比＋９人）、行方 

不明０人（前年比±０人）、救出救助６人（前年比－６人）であった。 

 
[月別発生状況] 

区 分 

 

 

月 別     

発生件数 
事 故 者 数（人） 

  
死亡 行方不明 

救出救助 

（件）   重傷 軽傷 無事救助 

１月 １  １  １          

２月 ２ ２ １     １    

３月              

４月 １ １ １         

５月 ３  ３  ２      １    

６月 １ １        １ 

７月 ６ ６ ４    １  １ 

８月 １６ １７ １３     ４ 

９月 ４ ４ ２      ２ 

１０月 ２ ３ １       ２  

１１月               

１２月                   

合 計 ３６ ３８ ２５   ３ １０ 

 
（件）（人） 

 
-3- 



   

 

４ 場所別発生状況 
 

○ 河川での事故が最も多く、３２件（前年比＋４件）発生し、全体の約８９％を占めて 

いる。 

事故者数は３４人（前年比＋４人）で、内訳は、死亡２２人（前年比＋８人）、行方 

不明０人（前年比－１人）、救出救助１２人（前年比－３人）であった。 

○ 河川別では、板取川での発生が最も多く、１０件（前年比＋７件）発生し、河川全体 

の約３１％を占めている。 

事故者数は１０人（前年比＋６人）で、内訳は、死亡４人（前年比＋４人）、行方不 

明０人（前年比±０人）、救出救助６人（前年比＋２人）であった。 

 
     [場所別発生状況] 

      区 分 

 

場 所 別 

発生件数 
事 故 者 数（人） 

  死亡 行方不明  
救出救助 

（件） 重傷 軽傷 無事救助  

河     川 ３２ ３４ ２２   ２ １０ 

  板 取 川 １０ １０ ４   １ ５ 

  長 良 川 ９ １０ ７   １ ２ 

 木 曽 川 ３ ３ ２    １ 

  吉 田 川 ２ ２ ２     

  根 尾 川 ２ ２ ２     

  根尾東谷川 １ ２     ２ 

  杭 瀬 川 １ １ １     

  揖 斐 川 １ １ １     

  桂   川 １ １ １     

  武 儀 川 １ １ １     

  小 八 賀 川 １ １ １     

用 水 路 ３ ３ ２   １  

池   池 １ １ １     

合    計 ３６ ３８ ２５   ３ １０ 
 

 

 

（件）（人） 
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５ 態様別発生状況 
 

○ 魚釣り・魚取り中の事故が最も多く、１２件（前年比－１件）発生し、全体の約３３％ 

を占めている。 

事故者数は１２人（前年比－１人）で、内訳は、死亡１１人（前年比＋５人）、行方

不明０人（前年比－１人）、救出救助１人（前年比－５人）であった。 
 

[態様別発生状況] 

    区 分 

 

 

 

態 様 別 

発生件数 
事 故 者 数（人） 

  死亡 行方不明 
救出救助 

（件） 重傷 軽傷 無事救助 

魚釣り・魚取り １２ １２ １１    １ 

水 泳 中 ８ ９ ４    ２ ３ 

水 遊 び ４ ４ ２      ２ 

ボート遊び ２ ３     ３ 

通 行 中 １ １    １  

そ の 他 ９ ９ ８      １ 

合   計 ３６ ３８ ２５   ３ １０ 

 
 

（件）（人） 
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６ 曜日別発生状況             [曜日別発生状況]  
                                                                                   

  ○ 日曜日の発生が３件（前年比－５件）と大き 

く減少した。 

月曜日の発生が８件（前年比＋３件）と最も 

多く、全体の２２％を占めている。 

○ 平成２８年は、平日においても各曜日平均し 

て発生した。 

 

 

 

 

 

７ 原因別発生状況 
 

  ○ 急流に流される事故の発生が、１０件（前年比＋３件）１０人（前年比＋２人）と 

最も多い。 

事故者数の内訳は、死亡４人（前年比＋１人）、行方不明０人（前年比±０人）、 

救出救助６人（前年比＋１人）であった。 

[原因別発生状況] 

    区 分 

 

 

原 因 別 

発生件数 
事 故 者 数（人） 

  死亡 行方不明 
救出救助 

（件） 重傷 軽傷 無事救助 

急流に流され １０ １０ ４    ２ ４ 

深みにはまり ７ ７ ６      １ 

転 落・転 倒 ６ ７ ４    １ ２ 

そ   の   他 １３ １４ １１    ３ 

合    計 ３６ ３８ ２５   ３ １０ 

 
（件）（人） 
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８ 年齢別発生状況 
 

○ ６５歳以上（高齢者）の事故が１８人（前年比＋７人）と最も多く、全体の約４７％ 

を占めている。 

事故者数の内訳は、死亡１６人（前年比＋９人）、行方不明０人（前年比－１人）、 

救出救助２人（前年比－１人）であった。 

次いで、１５～１９歳の事故が５人（前年比＋２人）と多く、全体の約１３％を占 

めている。 

事故者数の内訳は、死亡１人（前年比－１人）、行方不明０人（前年比±０人）、 

救出救助４人（前年比＋３人）であった。   
 

[年齢別発生状況] 

      区   分 

 

 

 

年 齢 別 

 事 故 者 数（人） 

  
死亡 行方不明 

救出救助 

  重傷 軽傷 無事救助 

１４歳以下 ２ １    １ 

１５～１９歳 ５ １   ２ ２ 

２０～２９歳 ３ ２    １ 

３０～３９歳 ３ １    ２ 

４０～４９歳 ４ １    ３ 

５０～５９歳 １ １     

６０～６４歳 ２ ２     

６５歳以上 １８ １６   １ １ 

合  計 ３８ ２５   ３ １０ 

 

 
（人） 
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９ 子ども（中学生以下）の水難事故発生状況 
 

○ 子ども（中学生以下）の事故の発生が、２件（前年比－４件）２人（前年比－４人） 

で、発生件数、事故者数ともに減少した。 

事故者数の内訳は、死亡１人（前年比－３人）、行方不明０人（前年比±０人）、 

救出救助１人（前年比－１人）であった。 
 

[子ども（中学生以下）の態様別水難事故発生状況] 

    区  分 

態 様 別 

発生件数 

（件） 

事 故 者 数（人） 

  死 亡 行方不明 救出救助 

水 遊 び 中 １ １ １   

水 泳 中 １ １   １ 

合   計 ２ ２ １  １ 

                          

 

[過去１０年間における子供（中学生以下）の水難事故発生状況] 

          区  分 

年 別 

発生件数 事 故 者 数（人） 

（件）   死 亡 行方不明 救出救助 

平成１９年 ５ ８   ８ 

平成２０年 ４ ４ １  ３ 

平成２１年 １０ １６ ２  １４ 

平成２２年 ７ １０ ２  ８ 

平成２３年 ２ ２ ２   

平成２４年 ６ ６ ３  ３ 

平成２５年 ５ ６ １ １ ４ 

平成２６年 ７ １０ ４  ６ 

平成２７年 ６ ６ ４  ２ 

平成２８年 ２ ２ １  １ 

 
（件）（人） 
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10 高齢者（６５歳以上）の水難事故発生状況 
 

○ 高齢者（６５歳以上）の事故の発生が、１８件（前年比＋７件）１８人（前年比 

＋７人）で、発生件数、事故者数ともに増加した。 

事故者数の内訳は、死亡１６人（前年比＋９人）、行方不明０人（前年比－１人）、 

救出救助２人（前年比－１人）であった。 

  ○ 事故態様については、１８件中、１１件が魚釣り・魚取り中の事故であった。 

  ○ 発生件数、事故者数、死亡が過去１０年間で最も高い数値となった。 
 

[過去１０年間における高齢者（６５歳以上）の水難事故発生状況] 

区  分 

年 別 

発生件数 事 故 者 数（人） 

（件）   死 亡 行方不明 救出救助 

平成１９年 ６ ６ ５   １ 

平成２０年 ７ ７ ６   １ 

平成２１年 ７ ７ ６   １ 

平成２２年 １６ １６ １３   ３ 

平成２３年 １３ １３ １１   ２ 

平成２４年 １４ １４ １２   ２ 

平成２５年 １２ １２ ６   ６ 

平成２６年 ９ ９ ６   ３ 

平成２７年 １１ １１ ７ １ ３ 

平成２８年 １８ １８ １６  ２ 

 

（件）（人） 
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11 居住地別事故者数 
 

  ○ 事故者を居住地別にみると、県内居住者が２１人（前年比＋１人）と最も多く、次

いで愛知県居住者が１６人（前年比＋６人）、三重県居住者が１人（前年比－１人）

であった。 

    事故者は全て東海三県（岐阜県、愛知県、三重県）の居住者であった。 

 

[居住地別事故者数] 

      区  分 

 

 

 

県  別 

事 故 者 数（人） 

  死者 行方不明 
救出救助 

重傷 軽傷 無事救助 

岐 阜 県 ２１ １８   １ ２ 

愛 知 県 １６ ７   ２ ７ 

三 重 県 １     １ 

合  計 ３８ ２５   ３ １０ 

 

 

 

第２ 水難救助活動の状況 

 
１ 出動状況 
 

  ○ 水難救助活動に、警察官が延べ５６８人、消防署（団）員が延べ８６８人出動した。 

   ○ 県警及び県防災のヘリコプターが、１４件の事故に対し延べ２５回、警察・消防等

の舟艇が、７件の事故に対し延べ４４回出動した。  
  

   区 分 

 

年 別 

発生件数 

 

（件） 

 出動状況（人） ヘリ出動 舟艇出動 

警察官 消  防 件数 回数 件数 回数 

平成２８年 ３６ ５６８ ８６８ １４ ２５ ７ ４４ 

平成２７年 ３２ ４１４ ３６０ ４ ８ ５ １６ 

増   減 ＋４ ＋１５４ ＋５０８ ＋１０ ＋１７ ＋２ ＋２８ 
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２ 救助事例 
 

日  時 場 所 状   況 

５月３日（火） 

 

 

 

美濃市 

長良川 

 

遊泳中、急流に流されて溺れた事故者（男性１人）

に、アウトドアイベントでカヌーの指導に訪れていた

男性が気付き、川岸に引き上げ救助した。 

 

９月３日（土） 

 

 

 

関市 

板取川 

 

川を泳いで横断中、急流に流されて溺れた事故者（男

性１人）に、周囲の遊泳者が気付き、川岸に引き上げ、

直ちに蘇生措置（胸骨圧迫）を行うなどして救助した。 

 

３ 水難救助訓練実施状況 
 

  ○ 県内には、長良川、木曽川、揖斐川の三大河川をはじめ、ため池や農業用水などが

数多く点在している。 

機動隊及び各警察署では、水難事故に対して迅速かつ的確な救助活動を行うため、

独自又は消防機関等と合同で水難救助訓練を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  舟艇取扱訓練             舟艇組立訓練 

 
 

 

 
                   

救急法訓練            アクアラング訓練 
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４ 小型船舶操縦士の養成 
 

○ 水難事故の発生時において、舟艇を活 

用した水難救助活動を迅速的確に実施す 

るため、水難救助用の小型船舶が配備さ 

れている警察署や事故者の捜索等に当た 

る機動隊の警察官を対象に「二級小型船 

舶操縦士免許講習」を受講させている。 

 

                                                      舟艇操縦訓練 

 

 

第３ その他 
 

１ 水上バイク等の事故防止対策 
   

  ○ レジャーの多様化、アウトドアスポーツの普及により、河川の利用環境は変化して 

きており、遊泳者や釣り人等の第三者を巻き込んだレジャー事故の発生を防止するた

め、関係機関・団体と連携し、広報啓発用看板の設置や河川のパトロールを実施する

などの活動を推進した。 

○ 平成２８年中、水上バイクによる事故が１件発生し、２人が死亡、２人が負傷して 

いる。 

【事故概要】 

  ６月１２日（日）羽島市内の木曽川で、女性が操縦する水上バイクが、前方で航行 

中のゴムボートに衝突し、同ボートに乗船していた４名を死傷させた。 

 

[過去５年間における水上バイク等の事故発生状況] 

     区  分 

 

 年  別  

発生件数 事 故 者 総 数（人） 

（件）   死者 負傷 救出救助 

平成２４年 １ １   １   

平成２５年 ３ ３   ３   

平成２６年 ３ ４   ４   

平成２７年 ０ ０      

平成２８年 １ ４ ２  ２   
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２ 水難事故防止広報活動 

  ○ 県下の警察署では、７～８月の夏期に、関係機関と連携し、河川などの危険箇所に

対する安全点検やパトロールを行い、遊泳者、水上バイク利用者、釣り人などに対す

る事故防止広報や安全指導を行った。 

また、交番・駐在所が発行するミニ広報紙や、テレビ、ラジオなどのメディアを利

用した広報啓発活動を展開した。 

 

○ 岐阜中・岐阜北警察署では、夏期期間中、長良川 

河畔において、ＮＰＯ法人長良川環境レンジャー協 

会員らと連携し、長良川のより安全で快適な河川利 

用を図るため、河川利用者に対し、マナー向上のた 

めの広報啓発活動を行った。 
河川利用者に対する広報（長良川） 

○ 岐阜南警察署では、夏休みを目前に控えた時期に、 

管轄内の小学校等に赴き、少年補導職員・スクール 

サポーター・少年警察ボランティア協議会員らと連 

携し、水難事故防止等に関する講話を行った。 

 

○ 岐阜羽島警察署では、６月１２日に羽島市内の木 

曽川で発生した水上バイクによる事故の発生を受け、 

署独自及び木曽川大堰上流水面利用協議会員らと連 

携し、広報啓発活動等を行った。                        小学校における講話         

 また、署独自のキャラクター「おぼれんこん」を 

活用し、効果的な広報啓発活動を行った。 

 

○ 養老警察署では、８月７日、大垣市内の牧田川河 

畔において、河川利用者に対し、水難事故防止を呼 

び掛ける広報カードを配付する等して、広報啓発活 

動を行った。 

 

○ 郡上警察署では、６月５日の鮎漁解禁日以降の夏 岐阜羽島警察署ｷｬﾗｸﾀ 「ーおぼれんこん」 

期期間中、郡上市内の河畔（長良川、吉田川）にお 

いて、郡上土木事務所、郡上漁業協同組合、地元消 

防団等と連携し、鮎釣り客らに対し、水難事故防止 

を呼びかける広報リーフレットを配付する等して、 

広報啓発活動を行った。 

 

○ 関警察署では、８月に入り、関市・美濃市の河川 

で水難事故が相次いで発生したことを受け、署独自    鮎釣り客に対する広報（長良川） 

及び河川安全利用推進協議会員らと連携し、水難事 

故防止を呼び掛ける広報カード入りティッシュを配 

付する等して、広報啓発活動を行った。 

 
広報カード（関警察署）→ 
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